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全
国
の
重
要
文
化
財
建

造
物
の
つ
ち

、
耐
震
診
断

を
済
ま
せ
た
の
は
９

・
３

％
に
と
ど
ま

っ
て
い
る
こ

と
が
十
四
日
、
政
府
の
中

央
防
災
会
議
の
有
識
者
検

討
会
に
文
化
庁
が
提
出
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
分

か

っ
た
。
ほ
と
ん
ど
の
重

文
建
造
物
で
は
耐
震
診
断

が
行
わ
れ
て
い
な
い
実
態

が
初
め
て
判
明
し
た
。

重
文
建
造
物
が
集
中
す

る
近
畿
圏
に
は

マ
グ

ニ
チ

ュ
ー
ド

（Ｍ
）
７
級
の
直

下
地
震
が
起
き
る
可
能
性

の
あ
る
八
つ
の
活
断
層
の

存
在
が
分
か

っ
て
お
り
、

文
化
庁
調
べ

文
化
財
保
護
の
面
か
ら
早

急
な
耐
震
対
策
が
求
め
ら

れ
そ
う
だ
。

二
月
十
二
日
か
ら
四
月

十
四
日
に
か
け
て
実
施
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
よ

る
と
、
国
宝
や
重
要
文
化

財
に
指
定
さ
れ
た
寺
社
な

ど
四
千
二
百
十
棟
の
建
造

物
の

つ
ち

、
一四
農
診
断
を

受
け
た
の
は
９

・
３
％
で

三
百
九
十
棟
。
う
ち
耐
震

性
が
確
認
さ
れ
た
の
は
七

十
七
棟
だ
け
で
、
耐
震
診

断
を
受
け
た
重
文
建
造
物

の
１９
　
７
％
に
と
ど
ま

っ

た
。重

文
建
造
物
の
約
四
割

に
当
た
る
士
ハ百
エハ十
四

棟
が
集
中
す
る
近
畿
二
府

四
県

（滋
賀
、
京
都
、
大

阪
、
兵
庫
、
壼

長
、
和
歌

山
）
で
み
る
と
、
耐
震
診

断
を
受
け
た
の
は
百
四
棟

だ
け
で
耐
震
性
を
確
認
し

た
の
は
十
七
棟
、
割
合
は

‐６
　
３
％
で
全
国
平
均
を

下
回

っ
た
。

耐
を
曇
銅
強
工
菫
浮
二
杢
施

済
み
か
施
工
中
の
重
文
建

造
物
は
全
国
で
百
七
十
六

棟
。
近
畿
圏
は
五
十
七
棟

だ

っ
た
。

文
化

庁
に
よ
る
と
、
既

に
耐
震
診
断
と
耐
震
捕
強

工
事
を
済
ま
せ
て
い
る
の

は
、
時
計
台

（札
幌
市
）

や
山
形
県
旧
県
会
議
事
堂

（山
形
市
）
、
八
千
代
座

（熊
本
県
山
鹿
市
）な
ど
。

一
方
、
国
宝
の
東
大
寺
（奈

良
市
）
は
棟
数
が
多
く
、

全
体
の
耐
震
診
断
は
済
ん

で
い
な
い
と
い
う
。

文
化

庁
は
、
国
２

饉

助

制
度
の
Ｐ
Ｒ
不
足
が
耐
震

診
断
の
低
い
受
診
率
の
原

因
と
み
て

「制
度
の
周
知

に
努
め
た
い
」
と
し
て
お

り
、
十
四
日
に
議
論
を
ス

タ
ー
ト
し
た
政
府
の
中
央

防
災
会
議
の

「重
要
文
化

財
建
造
物
総
合
防
災
対
策

検
討
会
」
で
重
文
建
造
物

の
耐
震
性
な

ど
を
調
査

し
、
周
辺
市
街
地

の
防
火

対
策
を
含
め
た
対
応
を
練

る
。

宅
全
壊
の
住
民
ゆ
を
対
象

に
し
た

同
市

の
調
査

で

は
、
入
居
者
の
つ
ち
１６

・

１
％
と
入
居
し
て
い
な
い

全
壊
世
帯
の
１７
　
６
％
が

「具
体
的
な
自
宅
再
建
の

め
ど
が
立
た
な
い
」
な
ど

と
し
て
い
る
。
経
済
堕
要

因
が
大
き
な
理
由
と
な

ら

れ
、
被
災
者
世
帯
に
住
宅

問
題
が
大
き
く
の
し
掛
か

る
。柏

崎
刈
羽
原
発
で
は
、

所
内
変
圧
器
の
火
災
や
、

放
射
能
を
含
む
水
の
漏

え

い
な

ど
ト

ラ
ブ
ル
が
続

出
。
設
備
の
健
全
性
確
認

や
周
辺
の
地
質
調
査
な
ど

を
行

っ
て
い
る
が
、
再
開

の
め
ど
は
立

っ
て
い
な

県
が
昨
年
ま
と
め
た
中

越
沖
地
震
の
機
害
目
″込
み

総
額
は
約

一
兆
五
千
億
円

で
、
内
訳
は
商
工
関
係
約

二
十
億
円
、
住
宅
な
ど
建

築
物
約

一
三
浩
応円
、
鉄
道

・
港
湾
な
ど
イ
ン
フ

フ
関

係
約
七
百
億
円
な
ど
。
柏

崎
市
内
の
海
水
浴
客
は
例

年
百
万
人
を
超
え
て
い
た

が
、
昨
年
は
十
六
万
人
に

落
ち
込
む
な
ど
、
風
評
被

害
に
よ
る
観
光
収
入
も
大

き
く
減
少
し
た
と
い
う
。

柏
崎
市
内
の
施
設
で
は

十
六
日
午
前
十
時
か
ら
、

新
潟
県
、
同
市
、
刈
羽
村

が
主
催
す
る
合
同
追
悼
式

が
行
わ
れ
る
。

新
潟
県
に
よ
る
と
、
県

内
の
住
宅
静堅
晨
全
蓼
十

三
百
三
十
棟
、
半
壊
四
千

２５００
人
依
然
、仮
設
で
生
活

八
百
三
十
二
棟
、　
一
部
損

壊
三
万
五
千
四
百
二
十
七

棟
。
二
〇
〇
四
年
の
中
越

地
震
で
持
ち
家
が
全
半
壊

し
た
被
災
者
が
、
昨
年
の

中
越
沖
地
震
で
も
再
び
全

半
壊

の
被
害
を
負

っ
た

コ
一重
被
災
」
も
三
百
五
世

帯
に
上

っ
た
。避
難
指
示
・

勧
告
は
ほ
と
ん
ど
解
除
さ

れ
た
が
、
十
四
日
現
在

で

柏
崎
市
内
の
四
十
五
世
帯

百
二
十
二
人
に
対
し
て
は

維
持
さ
れ
た
ま
ま
だ
。

仮
設
住
宅
入
居
者
と
自

重文建造物蜃蘊ヴ蛉聯9%どまり

堆
積
し
た
観
百
三
線
）
が
上
下
に
２

・
５
層
ず
れ
て
い
る
＝

岩
手
県

一
関
市

（渡
辺
満
久
　
東
洋
大
教
授
提
供
）

掘
削
調
査
で
現
れ
た
活
断
層
に
よ
る
地
層
の
ず
れ
。
水
平
に

近畿圏、対策遅れ 1664棟中、OK国 7棟あみ

死
者
十
五
人
、
負
傷
者

二
千
三
百
人
以
上
を
出
し
た
新
潟
県
中
越
沖
地
震
か
ら
＋
六

日
で

一
年
。
寸
断
さ
れ
た
道
路
な
ど
は
徐
々
に
復
旧
し
て
い
る
が
、
約
九
百
世
帯
の
約
二
千
五
百

人
が
依
然
、
仮
設
住
宅
暮
ら
し
を
続
け
て
い
る
。
東
京
電
力
柏
崎
刈
羽
原
一子
力
発
電
所

（柏

崎
市
、
刈
羽
村
）
の
運
転
再
開
も
め
ど
が
立
た
ず
、
地
元
の
風
評
被
害
も
深
刻
だ
。

中越沖地震あす 1年

群
鶴
躙
数
千
年
間
隔
で
ず
れ

」
タ
キ

・
官
城
内
陸
地
震

に
不

贔

潔

す
る
と
を

ゆ

れ
る
岩
手
県

一
関
市
厳
美

町
で
見
つ
か

っ
た
一青
断
層

は
、
数
万
年
前
以
降
、
数

千
年
間
隔
メ

一，
れ
を
繰
り

返
し
て
い
た
可
能
性
が
高

い
こ
と
が
判
明
し
た
と
、

名
古
屋
大
な
ど
の
研
究
グ

ル
ー
プ
が
十
四
日
、
明
ら

か
に
し
た
。

グ
ル
ー
プ
の
渡
辺
満
久

東
洋
大
教
授

（変
動
地
形

学
）
に
よ
る
と
、
地
震
は

過
去
に
少
な
く
と
も
二
回

起
き
て
お
り
、
今
回
の
地

震
と
同
規
模
か
そ
れ
よ
り

も
大
き
か
っ
た
と
な
ら
れ

る
と
い
う
。

グ
ル
ー
プ
は
、
七
月
初

め
に
掘
削
調
査
で
確
認
し

た
活
断
層
を
さ
ら
に
掘
り

下
げ
て
、
活
動
の
履
歴
を

調
べ
た
。

そ
の
結
果
、
河
川
に
よ

っ
て
水
平
に
堆
積

（た
い

せ
き
）
し
た
礫

（れ
き
）

層
が
上
下
に
二
　
五
肩
ず

れ
て
い
る
の
を
確
認
。
渡

辺
教
授
に
よ
る
と
、
地
層

の
状
況
か
ら
、
礫
層
が
で

き
た
と
み
ら
れ
る
数
万
年

前
以
降
に
今
回
を
含
め
四

回
以
上
の
地
震
が
あ

っ
た

と
み
ら
れ
る
。

今
回
の
ず
れ
は
約
四
十

考
で
、
地
震
が
計
四
回
だ

っ
た
場
合
は
、
過
去
三
回

の
地
震
に
よ
る

一
回
当
た

り
の
ず
れ
は
、
今
回
よ
り

大
き
か

っ
た
こ
と
に
な

る
。

火
山
灰
や
地
層
の
状
況

か
ら
、
一削
回
の
一嶺
勁
は
千

任
削
よ
り
古
い
時
期
に
起

き
た
可
能
性
が
高
い
と
い

つヽ
。渡

辺
教
授
は

「活
動
を

繰
り
返
し
て
い
た
の
に
地

表
の
ず
れ
は
三
―
四
ま
し

か
な

ら
れ
な
か

っ
た
。
公
」

の
地
域
の
よ
う
に
）
火
山

の
近
く
で
は
、
地
表
の
割

れ
方
が
小
さ
く
な
る
た
め

注
意
が
必
要
だ
」
と
話
し

て
い
る
。


